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ボ
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；
 

意
義
は
？
’
第
一
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
何
時
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翼
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シ
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Ĵ
l
後
に
及
ん
た
。^ ^
は
大
展
に
於
ぃ
て
站
丄
べ
视
紀
か
ら
第
十
八
观
紀
乂
互
つ
、て
，向
請
の
’經
濟
政
策
を
指
導
せ
る
も
の 

:
'/
e
ぁ
つ
た
。
货
商
卞
義
の
行
は
れ
た
時
代5

概
胃
す
れ
ば
、、
政
治•的
に
は
絕
到
王
孤
の
抓4
及
び
#
續
の
時
忙
で
、ぁ
ガ
、
又
、
經
界w

1

^

^

|

^

_
霜
_

:
漏

■
薩
 
_

1

應
來
§

_

l

;

f: #
讓

, i
戀

:
-闽

力

*
商̂
次
の
繁
榮
と
は
橄
ヵ
な
る
關
惙
に
於
ぃ
て
肋
撩
に
連
結
す
る
。
商
業
は

»
;
2中
世
的
社
#
從
序
を
谀
壊
す
厶
に
與
つ 

，
で
敁
も
_
ぁ̂
>̂
:
も
.の
で
ぁ
つ
だ
。
|
6
均̂
衡
は
次
笫
に
植
$
れ
て
>
膨
的
此
能
は
徐
> .
に
漱
達
ん
ド
。
、
中,
的

君

あ

多

く

無

カ

^

剁
で 

•ぁ

，つ
，今

、
塒
し
て]1
-
:ハ
の
,
土
1
狹
:<
、，
共
の
收
久
は
媿
く
、
共
必
烕
嚴
は
撕
少
で
ぁ
づ
た
パ
多
禮
の
小
領
域
‘的
共
同
體
は
略
土
蒸
仏
る 

-獨
立
免
享
木
じ
ヤ
辟
つ!:
。*
而
し
T-
、
個
I
の
&
與

豐

が

皱

會

的
*
後
は
孫
ぐ
货
歡
及
び
誠
俗.
'̂#
:
ふ
^
：
^

レ
く
は
公
法
杓
.に

規
ll
r

一
 

せ
^4

て
ゐ
た
"
然
，るl

T

商
業
の
發
违
ハ
商
人^ -
嘗
の
興
起
'
高
沛
の
膨
服
-
市̂

'の
處
張
'
貨
幣
經
濟
の
進
步
は
、
，
冲
世
的
、
，領
域 

:

的
y

b
鉛
咱
ボ
的
い
身
分
铺
祉
會
を
娀
亡
サ'し

め

ル

讨

れ

皆

ら

な
>
つ
た
。，J I
來
，.の
！E

體
及
び
教
^

^
借
？
日
を
遂
み
て
經
濟
上
の̂
 

’障
齊
と
な
り
、; 1
4

い

戴

際

の

'必
>

^
齋

^
る
方
¥

4
於
，ぃ
^̂
T
•礙
ぇ
ず
tl
:
^'
£

つ
1:
赛

的

li
^
家
飢
输
に
时
,t

.̂,て
推
紙
せ
广

\

|

*



f 一

'
• 

,
 

*

、、
w

l

n

t
!^
“ 
,’，
へ
’
 

,、
,

,

•

: 

,

，

ノ

： 

V

 

, 

V
、

い
ハ
'い
ニ
 

/

: c
イ

■'
 

,
 

•
 

し
め
ん
。
、
^
は
傾
ま
な
^/
屮
^

^
亂

髓

ん
-^
制
度
を
^
け
疋
敗
ら
‘に
廣
大
^
る
単
位
を
形
诚
レ
！'*
M

'̂
に
^

^

ふ
命
益
の
同
概
を̂
 

ぶ
に
-茧
少
‘仁
。
^

^

6

,
 

§
^ /
的
1
:家
は
对
建
的
^
^
:及
び
^

敝
に
代
つ
.て
經
擠
社
紀
の
#
氣
^

指
淡
せ
ん
ど
し
.つ

、
ぁ

つ

，
に

§

で

ぁ 

^

0

，
都

市

^
右
し
く
は
領
域
的
ぽ
る
地̂

的
变
卿
は
.陬
圾
的
漱
骀
及
氓
絕
對
；土
政
に
移
作
し
仁
。
.
•施
商
の
據
大
は
地
力
的
獨
占
並'び
(:
.
ギ
；
 

レ
'ド
的
炎
び
敎
«(
*
的
銃
制
の
制
纪
を
破
墟
し
た
。I
;土
が
共
の
人
只
ょ̂

'贏
も
得
?：
^

^
饰
は
彼
れ
等
が
阈
内'の
»
狹
序
を
助
成
す
る
に 

.
1
•つ、て
取
得
、サ
ら
れ
た
も
の
で
ふ.る
。
焱
れ
辦
は
斯
興
經̂

的
延
素
を
把
捤
し
、
之
れ

2

依
^
し
、
之
、れ
i
政
治
的
M
的
に
供
川
し
.、
之 

,
.れ
を
し
て
潭
察
的
成
功
；

i
故

要

な

，る

財

-

源
.を
供
給
'甘
し
め
て
、
昏

の
-强
大
と
光
輝
と
I

せ
じ
め
ょ
ぅ
と
言
に
ぼ
つ
た。
、
H

 

-
时̂
丛
的
典
队
に
げ
つ̂

^
ゲ
央
砂
府
び
權
诚
を
生
張
し.、

マ
、ナ
ア
及
び'ギ
ル
^
の
利
益
に
代
ふ
に
國
家
的
考
察
を
以-つ
て
、せ
ん
と
す
る

I
t 

: 

I
 

-

1,
-
* 

, 

メ 

« 

, 

( 

\
 
, 

-

 

、 

う

-
:-
-
-.V

: 

I 
- 

■
 

-.
V-
V 

■
(•
-
,
,

 

>
■

も
の
は
ハ
H
さ
！

i

チ
ュ
ー
ド
ル
疋
科
の̂

©
で
ぁ
つ
尤
。

"

.

-

 

，

■

ぐ

，

，

¥
3*
の
領
地
及
び
儿
ハ
の
特
柩
に
秦
薇
を
蓝
い
た
冲
世
的
財
政
办
方
-法
は
、
，今
や
絕
ぇ
少
咐
大
拊
加
し
つ/
ぁ
る
國
处
を
支
辨
す
^
に
足 

ら
ざ
な
に
至
つ
た
。
近11
|
:的
1
:家
は
共
の
政
治
的
取
褂
钗
的
を
速
成
す
る
が
爲
め
に
:;
^

机
税
の
^
微
を
措
ぃ
て
、‘他
„に
共
の
乎
段
^' 

^
H
.レ
分
ざ
る
こ
と
と'

つ̂
?:
。
而
し
て
、
' 和
税
の
咐
微
は
X
/1
必
r
的
に
針
#
に
於
け
る
ぐ
”
の
^
I火
を
豫
^
し
な
|
れ

は

.^
ら
0 

M
.

,

い
--
:-
:
•:.
-
' 

;
/■-.
“v

'w.
r.
,
し.
：
，
：
.
':
、'
v
v:
;._

: i<

.......
:..... 

ン
-:,.._
; 

->
'
'•■
;

.
■■
■.へ
..
'/
:
'
■■

'.
 
:

^

.
■:
;;
一

,
-
'，-
方

：
.:
*
•
‘
•-
;

><,
'-■
•

.
■■
:

-

.

 
r
.
t.
'
 

>.

---
:r
;

.;
'-
'.
.;-

-
v
-;
:

/ '
'r

-
•.

■;
■
‘

■
.
:、

: '」

し

,'•
 

ン.
,
バ

.

.
ブ

 
ノ

;
.̂.

; :
; 
,

- :
、

-
X

ち

、
.商
於
と
令
融
の
，安
疋4

鐘

と

に
'ょ
る
資
水
形
成
，の
み
ひ>
' ^
眞
に
之
，れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
名
る
。

_

4

觀̂
衝
觀
膨
^

^
煎
撒
^
农
_顧
掷
於
戡
1 :
1

^

^
國
勝
藝
1 :)

|

^
:1
歸
蘭
應
^

^

續̂

淹
-^
嫌
»
世
.絲
九
^

3
 

六
^
71
;
卜
六
：̂
に
现
れ
^

ジK、

1
-ム
ズ
.
ハ
リ
ン
ト
ン
の
岡
家
小
説

『

オ「

夕
ア
ナ』

流
の
訊
法
を
以
づ
て
す
れ
私
、-
"
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
HL

^ 

. 

v

 

、 

'

ま
戍
0
女
と
共
の
人
此
と
の
間
に
、.取
り
交
は
さ
n
る
間
斷
な
き
8
の
手
1
:
|を
通
，じ

.T
共
の
治
讽
を
，し
て
 

一
M
のa 
‘マ
ン
ス
に
變
セ
し
め 

,':
'
"o
J-
i)
•る
。

""warrill̂
OIi, 

T
b
o

 

ConxniOBW63.lt 
ロ o

f

0
C
6目a

.

.H
'oH

i
s
M
l
g
h
n
6
s
s

 

T
b
6

'^
o
r
'̂f
f
o
t
e-a
o
r of

s-
6 

€
oB-
m
o
i
l
4
e
p.
I
t
bo*
f E

n
g
l
a
n
d
'

'CQcotland, 

a
n
i

 Ireland,, ed.. 

ioo
co
-
7
, 

p. 

6ex
o 
土
地
的
^
族
の
售
カ
企
抑
制
す
る
も
の
と
し
て
商

、
人

的
«|
«
:
»附
級
の
11
4
1ハ
隆
を
^

#
す
る
ば
闽
王
の
政
策
^

一

 

致
す
る
も

の

、で
あ
つ
?:
R
、

而
し
で
、
i
リ

ザ

ベ

ス
，女
?*
:
の
汝
下
に
於
い
て
は
、 

钿
に
勢
ヵ
關
係
め
移
励
ね
彼^-
女
の
贤
明
な
る
顧
問
を
し
で
全
然
貴
煥
を
無
視
す
か
-^
至

ビ

し

め

た.?
^

^)

。 

.
，
'

‘ 

、

ノ

デ
：

「

.パ)

.'
'
'パ.ぐ-
':'
:
;
'

T
 

•

,

:
■

:

■

, 

'
 

、
 

'

，

へ
’

* 

:

•

,

对
迚
的
®
族
階
級
は
糾
^
し
?:
。
質
5
\士
の
利
益
、に
ょ
、つ'で
闽
内
に
澍
さ
れ
た
’货
幣
は
幾
多
の
人
士
を
し
て
土
地
の
購
入
を
可
能
な
ら 

ノ
し
め
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、
、
斯
く
の
如'き
も
の
が
此
め
世#
に
存
ff
i
し
た
’と
し
て
も
、
之
れ
^
對
し
てi

K

々
す
可
き
何 

物
を
も
右
す
义
こ
ト
が
な
ぃ

」

。
.
®
^
;
, 

P
.

1
3
2
>
、
法

报

上

に

於

ぃ

で

'

は
、3
權
者
で
碡
る
；<
民
ば
#
端
な
る
場
合
か
外
總
べT -
彼
れ
等
代 

炎

背
S'
乂
配
に
從
屬
す
る
。
然
し
な
が
ら
、'あ
ら
ゆ
る
人
ぶ
吊
等
な
る
抑
制
也
ち
る4 

.
，こ
^
最
幻
少
き
我
主
耿
治
似
總
べ
て
の
政
治
の
ノ'
 

,小
で
？

公
芷
で
あ
り
，、
合
理
的
で
み
り
、且
つ
自
歡
で
咪
ふ
。

p

f

〒

1
3
4

)

。
パ
终
^
の
乾
は
思
想
の
极
木
的
混
亂‘に
、
陷

れ

る

を

の

妒
 

、あ
る
。
彼
れ
は
空
位
時
代
の
思
想
家
ど
化
ッ
グ
の
間
の
‘過
观
を
形
成
す
る
も
め
と
稱
甘
ら
れ
て̂
灸

(English 

D
e
m
o

o-r
a
t
i
c

S

S

&

-■
■:
-■- 

.
,
.
- 

•
. 

い

；
、

■ 

.
.
V
:
:
.
.
-
、

 

.■■
,

:

.

.

.

ン

：

-
.■■
-

-

*• 

, 

V 

... 

- ■-■ ■ 

.

■,
*

;-
■
'■
-

.V 

,■■

. 

.

.

.

.
:
. 

■

-

)

,ン

.

r
i 

..
 

• 

:ノ 

.
- 

r

 

. 

',
.'
ぐ
.

』
■ 

-
、
 

.
.. 

- 

■
'
 

,
.
';
;

-

‘

i
n

cf
h
a>
. Se

v
e
n
t
e
e
n
t
h

 

C
e
n
t
u
r
y
,： b

y

 

P

‘
F
. 

G
o
o
c
h
,

 

'
2
n
a

fb
d
;
, 

w
i
t
h

 

'
s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
r
y

 

n
o
t
e
s

 

b
y
.
H
.

 

J. 

La^ki, 

1927,_p- 

2
8
6
0

‘ホ
ィ
ッ
グ
黨
は
ロ
ッ>

に
依
據
し
て
彼
れ
等
の
制
限
玉
政(6
厕

繁

支

持

し

た
。

' 

、
，

"

•
へ

、

►

/ 
、 

, 

V
 

五

，
' 

ン

、 

’

一

’
、
、

.

，

 

光
滎
革
命
は
土
观
階.級

，的

，利

害

よ

り

も

寧

ろ

，
ブ

ー

，
ル
‘
ヂ

ュ

ブ

的

利

'«
‘

大

な

か

關

、
心

を
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猶
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追
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節
約
と
に 

よ
つ
て
;it
ハ

の

遝

命

を
Iv
r
l
g
し

つ

、
あ

>

 
た
新
興
ブ
ー
ル
ヂ’ユK

附
駿
柳
觀
念
形
態
の<
'»
g
化
で
‘
つ
た
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、•吾
人
に
价
tj
、

1

典

？

I

I

し
く
乂
、
其

の

所

有

樅

を

獲

しA
 

S

 土
地
の
#

f

.び

策

上

蛋

息

す
4

物
に
對
す
る
の
I

ら

中
、
土
地
北
ハ
の
荠
に
對
し
て
も.亦

.>
吾
人
は
齊
人
が
»
騎
し
栽
植
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'製
造
.工
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に
恩
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^
1施
さ
ん
ど
す
る
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商
主
_
的
政
策
に
反
對
す
る1
共
に
、
殼
物
輸
出
を
獎

g

し
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の

輸
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、
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帅

制

せ

ん

と

す

る

意

从

は

旣
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に

英

國

士

地
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の
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鍊

坐
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焐

つ
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0
、
從

來
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と

；
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奴
者
の
利
益
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尊
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、
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饉
を
防
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、爲

め
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ノ

霸
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輸
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の
輸
出
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つ
た
政
府
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1
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に
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、
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席
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保
護
し
穀
物
の
輸
出
を
阻
此
す
る
こ
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し
て
却
つ
て
之
办
を
獎
勵
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ひ
と
り
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ニ
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達

し
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に
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い
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典
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菩
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が
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述
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兩
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又
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國
窗
の
厲
個
旦
つ
唯
ナ
の
泉
源
は
土
地
で
あ
つ
て
エ
乘
&
非
す
と
做
す
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テ
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が
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成

せ

ら
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て
匐
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。
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、
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の
代
理
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；土
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备
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な
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而
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軍
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の
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べ
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世
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べ
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の
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墘
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あ
つ
て
、
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れ
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し
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總
べ
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物
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出
せ
ら
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な
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怵
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1
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卞
於
い
，.て
は
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斯
く
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如
き
思
想
は
遂
に
體$
!#
け
&!
れ
，
る
ご
と
な
く
し
て
勝
つ
な
英
副
に
於
い
て
は
、
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彐
耿
の
衰
^
及
び
資
木
的
農
業
の«
隆
か
ら
し
て
^
等
新
た
'な
，る
經
濟
理
論
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關
せ.し
^
>̂
'
れ
る
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と
が
^
か
_つ
?:
。
0
S
に
、
、英
_ 

に

祚

つ
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離
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ら
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又
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叫
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成
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西
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工
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迆
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濟
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梦
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と
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と
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似
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得
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な
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